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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

高性能GPU実装とそれに基づく高性能・高生産性プログラミングフレームワークの研究開発で多くの有用な成

果を達成しており、総合的には期待通りの成果が得られている。本グループのGPUに関する研究は世界をリー

ドしており、得られた成果のインパクトは特に流体、構造分野のアプリの高性能GPU実装の点で国際的に高く

評価されている。また、ExaFMMやMassiveThreadsなど開発されたソフトウェア、ライブラリはすでに実績のあ

るソフトウェアに組み込まれ利用されるなど、成果の活用も進んでいる。一方で、Hybrid-Fortranと気象コード

ASUCAへの適用は想定外のものであり、研究全体の中での位置づけにはやや問題があるものの、ポジティブ

な方向への展開として評価できる。また、一部の研究についてはGPUに限定されている部分があり、他のプラッ

トフォームへの展開など、さらなる発展が期待される。新たな言語、記法、フレームワークは普及が難しいという

のが大きな問題であり、今後、成果が広く使われるようになるための活動が望まれる。 

A  期待通りの成果が得られている 


